
学歴

1957 年 4 月 　静岡県立下田北高等学校入学

1960 年 3 月 　同卒業

1960 年 4 月 　自宅研修

1961 年 4 月 　東京大学教養学部理科二類入学

1965 年 3 月 　東京大学理学部生物学科人類学課程卒業

1965 年 4 月 　東京大学大学院生物系研究科人類学専門課程修士課程入学

1967 年 3 月 　東京大学大学院理学系研究科人類学専門課程修士課程修了

1967 年 4 月 　東京大学大学院理学系研究科人類学専門課程博士課程入学

1970 年 3 月 　東京大学大学院理学系研究科人類学専門課程博士課程単位取得満期退学

1970 年 4 月 　東京大学理学部研究生（～1971.06）

1970 年 4 月 　日本学術振興会奨励研究員（～1971.06）

学位

1967 年 3 月 　理学修士（東京大学）

1973 年 12 月 　理学博士（東京大学第 3159 号）

職歴

1970 年 9 月 　日本大学法学部兼任講師（～1971.3）

1970 年 10 月 　東京歯科大学兼任講師（～1972.3）

1971 年 4 月 　神奈川大学兼任講師（～1979.3）

1971 年 6 月 　東京大学理学部助手（～1974.3）

1973 年 4 月 　早稲田大学法学部兼任講師（～1981.3）

1974 年 3 月 　東京大学理学部助手退職

1974 年 4 月 　立教大学一般教育部助教授

1974 年 4 月 　東京大学総合研究資料館研究協力者（～1976.3）

1974 年 9 月 　慶応義塾大学法学部兼任講師（～11）「人類学」担当

1975 年 10 月 　東京大学理学部兼任講師「年代学」担当（冬学期：1981・1982 年度海外研究のため

中断，～2003.3.31）

1977 年 4 月 　明治大学文学部兼任講師「人類学」／「自然科学と考古学」（隔年開講）担当

（1981・1982 年度海外研究のため中断，～2004.3）
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1977 年 7 月 　国際協力事業団派遣コロンボ計画技術協力専門家（～10.9，1978.7～10，1979.7～

9）

1978 年 4 月 　東京大学教養学部兼任講師（～1979.3）「人類学」担当

1987 年 4 月 　立教大学一般教育部教授

1995 年 4 月 　立教大学理学部総合講座教授

1996 年 10 月 　東京学芸大学教育学部（文化財科学科）兼任講師（～2000.3）「文化財科学特殊講

義」担当

1997 年 4 月 　立教大学理学部化学科教授（～2004.3）

1997 年 4 月 　立教大学大学院理学研究科博士課程前期・後期課程化学専攻教授（～2007.03）

1997 年 4 月 　立教大学原子力研究所員

2004 年 4 月 　立教大学社会学部現代文化学科教授（～2007.03）

学内役職

1991 年 4 月 　立教大学一般教育部長・評議員（～1993.3）

1993 年 4 月 　立教大学国際センター長（～1999.3.）

1996 年 10 月 　立教大学原子炉統括本部副本部長（～1999.3）

1999 年 4 月 　立教大学原子力研究所長（～2007.03）

1999 年 4 月 　立教大学原子炉施設統括本部長（～2007.03）

学会ならびに社会における活動

1965 年 4 月 　日本人類学会会員

1968 年 4 月 　日本第四紀学会会員

1969 年 4 月 　日本地質学会会員

1973 年 1 月 　日本人類学会幹事（～1974.12）

1973 年 2 月 　日本第四紀学会評議員（～1981.1）

1973 年 2 月 　日本第四紀学会幹事（～1977.1）

1974 年 5 月 　日本考古学協会会員

1976 年 2 月 　日本学術会議第四紀研究連絡委員会委員（～1978.1）

1977 年 1 月 　Nuclear Track Detection (Pergamon Press, London）編集顧問委員会委員（～

1981.12）

1979 年 1 月 　日本人類学会幹事（～12）

1981 年 10 月 　Max┳Planck┳Institut f
ψ
ur Kernphysik (～1982.3 ; Heidelberg, Germany）客員研究

員

1982 年 4 月 　United States Geological Survey (～10 ; Denver, U.S.A.）客員研究員

1982 年 11 月 　Geological Research and Development Centre (～1983.3 ; Bandung, Indonesia）

客員研究員

1983 年 3 月 　日本文化財科学会会員
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1984 年 4 月 　日本火山学会会員

1985 年 7 月 　日本学術会議第四紀研究連絡委員会委員・幹事

1985 年 8 月 　日本第四紀学会評議員・幹事（～1887.7）

1986 年 8 月 　FTD Working Group (Subcommission on Geochronology, IUGS）委員（～1988.7）

1992 年　　　　　　International Association for Obsidian Studies (U.S.A.）会員

2000 年度　　　　　日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（部・複合領域分科・文化財科学）（第 1

段審査委員）（～2001 年度）

2004 年　　　　　　Journal of Mediterranean Archaeology and Archaeometry 編集委員（～現在に至

る）

2005 年　　　　　　Indo┳Pacific Prehistory Association (Australia）会員

海外研究・調査／国際会議（Н発表あり）

1968 年 8 月 29 日　国際人類学民族学会議Н（～9.7；東京・京都）

1973 年 8 月 26 日　国際人類学民族学会議Н（～9.12；Chicago, U.S.A.）

1973 年 11 月 19 日　国際第四紀研究連合会議Н（～12.19；Christchurch, New Zealand）

1980 年 9 月 1 日　2nd Fission Track Dating WorkshopН（～9.24；Pisa, Italy）

1983 年 8 月 29 日　国際アジア・北アフリカ人文科学会議Н（～9.7；東京・京都）

1984 年 7 月 31 日　3rd Fission Track Dating WorkshopН（～8.4 ; Troy, U.S.A.）

1986 年 10 月 14 日　International Colloquium on Quaternary Stratigraphy of Asia and Pacific AreaН

（～10.18；大阪)・組織委員会委員

1986 年　　　　　　INQUA CongressН（Ottawa, Canada）

1988 年 7 月 31 日　4th Fission Track Dating WorkshopН（～8.4 ; Besancon, France)・組織委員会委

員・Chairperson

1992 年　　　　　　第 1回イースター島調査（チリ共和国大使館招聘）

1993 年　　　　　　第 2回イースター島調査（私費）

1995 年　　　　　　第 3回イースター島調査（高梨学術奨励基金研究助成金）

1996 年　　　　　　International Workshop on Archaeology in Easter Island and East PolynesiaН基調

講演（第 4回イースター島調査）

1998 年　　　　　　第 5回イースター島調査（私費）

2003 年 7 月 2 日　Melos International WorkshopН, Melos Island, Greece, 2┡5 July, 2003（招待講演）

2003 年　　　　　　第 6回イースター島調査（理学部海外研究費）

2004 年 9 月 2 日　Obsidian Summit International WorkshopН, Tokyo and Nagano, 2┡6 September,

2004. 組織委員会代表（立教大学国際会議助成金他）

2005 年　　　　　　第 7回イースター島調査（社会学部海外研究費・地球環境財団研究奨励助成金）

2006 年 3 月 20 日　18th Indo┳Pacific Prehistory Association CongressН, University of the Philippines,

Manila, 20┡26 March 2006．

Masao Suzuki (Rikkyo University) : ┣What are the prerequisites and limitations of source

identification of archaeological obsidians?─
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Watanabe, Kχ, Liritzis, Iχ, Ganetsos, Tχ, Novak, S. Wχ, Laskaris, Nχ, Suzuki, Mχ, Sasaki, Kχ,

and Ikeya, N. : ┣Hydrogen ion profiling of obsidian hydration layer using SIMS┡SS─

受賞・科学研究費補助金・受託研究・学内研究奨励助成金・その他
（1995 年度以降の資料を整備した）

1972 年 10 月 23 日　財団法人伊藤科学振興会研究助成金受賞

1995 年 6 月 2 日　高梨学術奨励基金研究助成金受賞

1996 年度　　　　　受託研究費山武考古学研究所研究代表者『黒曜石の理化学的研究』

1997 年度　　　　　受託研究費群馬県埋蔵文化財調査センター研究代表者『三和工業団地遺跡出土黒曜

石産地分布』

1997 年度　　　　　受託研究費長野県埋蔵文化センター研究代表者『日向林B遺跡・貫ノ木遺跡の黒曜

石理化学分析他』

1998 年度　　　　　受託研究費北海道北見市中本遺跡調査団研究代表者『北海道北見市中本遺跡黒曜石

の分析』

1998 年度　　　　　文部省科学研究費補助金研究代表者基盤研究C『黒曜石水和層年代測定法の高精度

化に関する研究』（～1999 年度）

1999 年度　　　　　日本私立学校振興・共済事業団平成 11 年度（第 24 回）学術研究振興資金学術研究

研究代表者『小型研究用原子炉のデコミッショニングに関する研究』

2000 年度　　　　　日本私立学校振興・共済事業団平成 12 年度（第 25 回）学術研究振興資金学術研究

研究代表者『小型研究用原子炉のデコミッショニングに関する研究』

2000 年度　　　　　明治大学学術フロンティア『黒耀石研究センター』学外協力研究員・理論と方法グ

ループ代表（～2004 年度）

2002 年度　　　　　文部科学省科学研究費補助金 研究代表者 基盤研究B『被熱考古学的黒曜石のフィ

ッショントラック年代による 2万年前超のC┡14 年代の較正』（～2003 年度）

2004 年度　　　　　立教大学研究奨励助成金学科間共同研究代表者『黒曜石考古気候学の創生・確立に

関する研究』

2005 年度　　　　　立教大学研究奨励助成金学科間共同研究代表者『黒曜石考古気候学の創生・確立に

関する研究』

2005 年度　　　　　㈶地球環境財団研究奨励助成金受賞

　その他：[JICA研修員受入れ（のべ 4名 5回）］

インドネシア国（Mr. Wikarno, Mr. Ijep(1), Mr. Ijep(2)），マレーシア国（Mr. Ung Inn Kan），フィ

リピン国（Ms. Estrellita U. Tabora）

240



論文・報告書

　1. Suzuki, M. 1965.09 : Hunting temperature reaction．人類学雑誌73，110┡111.

　2. Suzuki, M. 1966.04 : Hunting temperature reaction Ⅱ．人類学雑誌，74，49．

　3. Watanabe, N.＆ Suzuki, M. 1969 : Fission track dating of archaeological glass materials from

Japan. Nature, 222, 1057┡1058.

　4. 鈴木正男，1969：フィッショントラック法による曽根遺跡出土黒曜石片の原産地推定．考古学ジャ

ーナル，36，12┡15．

　5. 鈴木正男，1969.11 : Fission Track 法による和田峠産黒曜石の年代測定法．科学，39，622┡623．

　6. Suzuki, M. 1969.12 : Peripheral response to cold．人類学雑誌，77，213┡223．

　7. 鈴木正男，1969.12：フィッショントラック法による黒曜石の噴出年代とウラン濃度の測定（第Ⅰ

報）．第四紀研究，8，123┡130．

　8. Suzuki, M. 1970.03 : Fission track ages and uranium contents of obsidians．人類学雑誌，78，

50┡58．

　9. Suzuki, M. 1970.03 : Fission track dating of archaeological materials from Japan. Proc. Ⅷth

Int. Congr. of Anthrop. and Ethnol. Sciences, 3, 169┡171.

10. 鈴木正男，1970.03：フィッショントラック法による黒曜石の噴出年代とウラン濃度の測定（第Ⅱ

報）．第四紀研究，9，1┡6．

11. Suzuki, M. 1970.06 : K┡Ar and fission track ages of some obsidians from Japan．地質学雑誌，

76，309┡313.

12. 鈴木正男，1971.11：三里塚．千葉県北総公社．230┡232．

13. 鈴木正男，1971.12：野川先土器時代遺跡の研究．第四紀研究，10，231┡270．

14. 鈴木正男，1971.12：南関東の立川，武蔵野ロームにおける先土器時代遺物包含層の編年．第四紀研

究，10，290┡316

15. 鈴木正男，1972.05：浜別海遺跡．北地文化研究会．169┡170．

16. Suzuki, M. 1972.12 : Chronology of the Tachikawa loam as established by fission track and ob-

sidian hydration dating. 第四紀研究，11, 281┡288．

17. Suzuki, M. 1973.03 : The use of obsidian for fission track dating with speial reference to the fad-

ing of spontaneous fission tracks observed in samples from the Niigata oil field. 地質学論集，8，

173┡182.

18. 鈴木正男，1973.03：伊豆諸島出土の黒曜石に関する原産地推定とその問題．文化財の保護，5，

147┡158．

19. Suzuki, M. 1973.03 : Chronology of prehistoric human activity in Kanto, Japan, Part I┡Frame-
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work for reconstructing prehistoric human activity in obsidian. J. Fac. Sciχ, Univ. Tokyo,

Sec. Vχ, 3, 241┡318.

○20. Suzuki, Mχ, 1973.12.10 : Chronology of prehistoric human activity in Kanto, Japan.

21. 鈴木正男，1974.03：千葉ニュータウン遺跡．千葉県北総公社．381┡389．

22. Suzuki, M. 1974.03 : Chronology of prehistoric human activity in Kanto, Japan, Part Ⅱ┡Time┳

space analysis of obsidian transportation. J. Fac. Sciχ, Univ. Tokyo, Sec Vχ, 4, 395┡469.

23. 鈴木正男，1975.06：那覇山下町洞穴発掘経過報告．人類学雑誌，83，125┡130．

24. 鈴木正男，1976.03：田中谷戸遺跡．田中谷戸遺跡調査会，107┡111．

25. 鈴木正男，1976.12：市立第五中学校遺跡．市立第五中学校遺跡調査会，121┡124．

26. 鈴木正男，1976.12：荒屋敷貝塚．荒屋敷貝塚遺跡調査会，60┡62．

27. 鈴木正男，1977.08：考古化学とその周辺Ёフィッション・トラック法による年代測定Ё．化学の領

域，31，71┡80．

28. 鈴木正男，1977.12：五領ヶ台遺跡の黒曜石の分析．自然と文化，1，27┡29．

29. 鈴木正男，1978.03：動坂遺跡．動坂貝塚調査会，27┡31．

30. 鈴木正男，1979.03：沖ノ島Ⅰ．宗像大社復興期成会，536┡537．

31. Suzuki, M. 1979.10 : Progress report of the Indonesia┳Japan joint research project on geology of

human fossil┳bearing formations in Java (Ⅰ). Bull. Geol. Res. and Dev. Centre, 1, 47┡60.

32. Suzuki, M. 1979.12 : Stratigraphy and geological structure in the central part of Sangiran

dome. Bull. Geol. Res. and Dev. Centre, 2, 55┡61.

33. 鈴木正男，1980.03：鈴木遺跡Ⅲ．鈴木遺跡調査会，333┡341．

34. 鈴木正男，1980.03：黒曜石石器の年代測定と産地推定．古文化財の研究，68┡81．

35. 鈴木正男，1982.03：尾崎遺跡．練馬区遺跡調査会，310┡311．

36. Suzuki, M. 1983.10 : Fission track dating┳Current argument on dating younger zircon crys-

tals┳. 放射線，10, 68┡74.

37. Suzuki, M. 1983.12 : Basic data for identifying the source of archaeological obsidian by activa-

tion analysis and discriminant analysis. St. Paul's Review of Science, 4, 99┡110.

38. Suzuki, M. 1983.12 : Intrasite obsidian analysis of the Suzuki site, Tokyo. St. Paul's Review of

Science, 4, 111┡120.

39. 鈴木正男，1984.03：亀ヶ岡石器時代遺跡．青森県郷土館，205┡206．

40. 鈴木正男，1984.03：橋本遺跡．橋本遺跡調査会，244┡273．

41. 鈴木正男・一色直記，1984.03.31：八丈島湯浜遺跡の黒曜石の分析．付編 八丈島湯浜遺跡出土資料

の理化学的分析結果 2，八丈島湯浜遺跡，東京都埋蔵文化財調査報告，11，71┡74．

42. Suzuki, M. 1984.08 : Discussion on terminology, anisotropy, and interprocedural cross┳checks

of fission track ages of zircon．地質学雑誌, 90, 551┡563.

43. Suzuki, M. 1984.12 : Intrasite obsidian analysis of the Hashimoto site, Sagamihara┳shi, Kana-

gawa┳ken, Japan. St. Paul's Review of Science, 4, 121┡130.

44. Suzuki, M. 1984.12 : Obsidian analysis : 1974┡1984. St. Paul's Review of Science, 4, 131┡140.

45. Suzuki, M. 1984.12 : Basic data for direct determination of fission track zeta constants for NBS

SRM 961, 962, Corning Glass 1 and 2 using Fish Canyon tuff age standard zircon. St. Paul's
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Review of Science, 4, 141┡156.

46. 鈴木正男，1985.03：長門深川古窯．山口県教育委員会，20┡31．

47. 鈴木正男，1985.04：黒曜石研究の現状と課題Ё関東・中部地方の事例を中心にЁ．考古学ジャーナ

ル，244，2┡6．

48. Suzuki, M. et alχ, 1985.10 : Fission track ages of pumice tuff, tuff layers, and javites of hominid

fossil┳bearing formations in Sangiran, central Java. Special Publication of Geological Research

and Development Centre, Bandung, Indonesia, 4, 309┡357.

49. Suzuki, M. 1986 : Subdivision and correlation of the Quaternary in Japan. Recent Progress of

Natural Sciences in Japan, 11, 3┡16.

50. 鈴木正男，1986.03：僧西大宮バイパスNo.4 遺跡．大宮市遺跡調査会，112┡122．

51. 鈴木正男，1986.06 : フィッショントラック年代測定法の現状．月刊地球，84，363┡369．

52. 鈴木正男，1986.07 : 代官山遺跡．神奈川県立埋文センター，442┡451．

53. 鈴木正男，1987.02 : NBS/SRM 962a の Bおよび ㎤値とその問題について．放射線，13，52┡59．

54. 鈴木正男，1987：明石海岸における火山灰層のフィッショントラック年代．国立歴史民族博物館研

究報告，13，191┡200．

55. 鈴木正男他，1988.02：フィッショントラック年代測定法．地質学論集，29，37┡57．

56. 鈴木正男，1988.04：第四紀火山灰層のフィッショントラック年代について．地質学論集，30，219┡

221．

57. Miller, D. Sχ, Eby, Nχ, McCorkell, Rχ, Rosenberg, P. Fχ, and Suzuki, M. 1990 : Results of in-

terlaboratory comparison of fission track ages for the 1988 Fission Track Workshop. Nuclear

Tracks and Radiation Measurements, 17, 237┡245.

58. 鈴木正男・戸村健児，1989.03.25：小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告書Ⅰ 日焼遺跡・南原遺

跡・屋株遺跡・大倉崎館跡．飯山市埋蔵文化財調査報告書第 19 集，飯山市教育委員会，104┡106．
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